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１、はじめに

当初アメリカの入学者選抜方式をモデルとして導入されたAO入試は、日本の入試システムの中でアメリカとは異なる独自の入試方式として確立してきた。既に350を超える大学が実施しており、AO入試に関する導入事例は数多く紹介されているが、導入した後に抜本的な改革を試みた事例は少ない。
桜美林大学では1999年度から実施しているAO入学者選抜を、2003年度より米国における選抜方法を元に再構築している。これはAO入学者選抜の志願者の増加と、それに伴う選考業務の負担の増大によって、新たな選考方法を確立する必要があったことが直接の理由であるが、同時に職員の役割を見つめなおす良いきっかけとなっている。書類選考はすべて職員が担っており、2004年度からは一部の学部の面接もすべて職員が行う方式を採用している。本研究では、職員主導型によるAO入学者選抜の成立過程、及び現状と課題を考察する。

２、桜美林大学のAO選抜の特徴

　AO入試が一般化し多くの大学が実施するとともに、新たな問題として業務量の増大が挙げられる。書類、面接等で丁寧に選抜を行うことで、受験者一人当たりにかかる時間は非常に大きいものとなっている。

　桜美林大学では書類選考および一部の学部の面接をすべてアドミッション・センター職員が行っている。これにより教員の業務負担は軽減されると同時に、学部による選抜基準のばらつきも解消した。書類選考では、まず主担当が書類を読み込み評価シートを作成する。その後、別の職員が再度副担当として読み込むことで、個人の主観に偏ることを防いでいる。書類選考通過者はアドミッション・センター職員で構成されるコミッティーにおいて決定されるが、必要に応じて主担当は評価シートをもとにプレゼンテーションを行い、受験者の評価点を訴える。

　アンケート調査によると、書類選考では一人の職員が92名前後の書類を読みこみ、評価シートを作成している。受験者一人の評価シート作成に費やす時間は平均43分となっており、これを受験者数で積算すると、のべ697時間をアドミッション・センター職員が受け持っていることになる
。これは主担当としての書類読み込み時間であり、実際には副担当として再度書類の読み込みを行うので、合計すると1000時間を越えることとなる。
　また入学者の最終決定については拡大代表者会議が担っているが、その構成員にもアドミッション・センター職員が加わっている
。経営政策学部、および短期大学部では面接もすべて職員が担当しており、選考過程の全てを職員が担う形も採られはじめている。
３、AO選抜の改革経緯
　桜美林大学がAO入学者選抜を導入したのは1999年度であり、全国的にも比較的早い導入であった。当時はそれまでに行っていた「自分推薦入試」を名称変更した形式であり、いわゆる自己推薦型AO選抜として教員主導で行われていた。こうして既に形が確立している入試を変えていくことは非常に困難が伴う。いかにして桜美林大学は職員主導の形へと変えていったのか。その経緯から読み取れる点として、以下の3点が大きな役割を果たしたと考えられる。
1 全学組織のライン化
2001年4月に、教学、学生、企画調整を柱とした大学組織のライン化を行っている。それぞれのラインに副学長を置くことで、責任を明確化することが目的であるが、これによりアドミッション・センターは学生担当副学長の担当として明確に位置づけられた。責任の所在が明確化することで、スムーズな改革が可能になったと考えられる。
2 米国アドミッション・オフィスの調査

アドミッション・センターが学生担当のラインに位置づけられたことに伴い、大越学生担当副学長は米国のアドミッション・オフィスの調査を行っている。訪問した10大学でのヒアリング記録では、アドミッション・オフィスの組織のあり方やアドミッション・オフィサーの業務範囲等についての内容があり、桜美林大学のAO入学者選抜が職員主導へと転換するきっかけとなっている。
3 アドミッション・センター課長の米国派遣
米国のアドミッション・オフィス調査と同時期に、後藤アドミッション・センター課長はOberlin Collegeで約9ヶ月間、アドミッション・オフィサーとして勤務している。帰国後、その経験をもとにAO入学者選抜の選考方法を大越副学長に提案しており、これが現在の形式となっている。書類選考において主担当、副担当を置き二重のチェックを行う点やコミッティーにおける選考の流れなど、複数の点でOberlin Collegeの選考方法がモデルとなっていることが窺える。
以上の経緯により、米国をモデルとした選考方法が導入された。しかし米国とは高校生に関する情報量が異なるなど環境の違いは大きい。提出書類を増やすことで情報収集に努めているが、受験生の負担が大きいといった問題も生じる可能性がある。
４、課題と今後について

　AO入試における職員の役割は今後益々重要となってくることは想像に難くない。実際に面接等に積極的に職員が関わる大学も増加してきている。今後はそこに教育・研究の業務を負う教員とは異なる部分で、職員がいかに付加価値をつけていけるかが問われてくることになる。
　桜美林大学ではそのモデルを米国に求め、職員主導型のAO入学者選抜という形に変えていった。改革は未だ途上であり結果の出る段階ではないが、組織面、選考過程においても米国をモデルとして再構築することは、今後の入試のあり方にひとつの方向性を指し示し、職員に新たな役割を生み出すきっかけとなるのではないだろうか。
� 2003年度のAO入学者選抜志願者数（973名）で計算。


� 拡大代表者会議は、学生担当副学長、各学部長、入試委員、アドミッション・センター職員で構成される。





